
（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

H9

-
 1

 -

2,271 67.5%

H26 － －

事業継続の妥当性が認められ
たことから事業継続を了承する
。ただし、今後林道の費用対効
果の説明において、森林整備経
費縮減等便益の内訳についても
説明及び資料の提出を求める。

〜

Ｈ９大台町地内から着手
開設延長 ９，４６０ｍ
（進捗率７０．３％）

【関連町の変化】
・平成１２年に比べ、旧
大台町の人口は1.2%
減少し、65歳以上の高
齢者の占める割合が
2.6%上がりました。旧
大宮町の人口は3.8%
減少し、高齢化率は
4.0%上がりました。
・大台町は平成１８年１
月に宮川村と、また大
紀町は平成１７年１２
月に大宮町、紀勢町、
大内山村の３町村が
合併しました。
【森林・林業・社会経済
情勢の変化】
・県内の林業情勢は、
材価の安値安定により
森林所有者の林業経
営意欲が低下していま
す。また、所有者の高
齢化や不在村所有者
の増加により所有境界
が不明確になってきて
います。
・平成１７年１０月に
「三重の森林づくり条
例」が施行され、これを
受けて平成１８年３月
に、４つの柱とする「み
えの森林づくり基本計
画」を定めました。

【費用便益分析結果】
林道開設効果により、間伐等
の森林整備が計画を前倒し
して実施されたことや、長伐
期化に伴う間伐の適期をⅣ
～Ⅹ齢級からⅢ～ⅩⅡ齢級
に変更したため、森林施業が
増加し便益があがったことに
より、Ｂ／Ｃが前回（平成１４
年度）１．３７に比べ今回１．
９３に向上しています。
【コスト縮減】
従来のｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁から補強
土壁工への変更、路肩の縮
減、地形にあった線形の採
用を積極的に活用し、土工量
と法面保護工を減らすことに
よりコスト縮減を図っていま
す。
【代替案の可能性】
当路線の利用区域内の森林
整備を図る必要があることか
ら、当林道を開設する以外、
代替案はありません。

コスト縮減と環境配
慮に努めながら早期
完成を目指し事業継
続します。

③

【全体事業概要】
利用区域面積１，０２２ｈａ
幅員 ４．０ｍ
延長 １３，４６２ｍ

2,271 67.5%

【事業目的】
地域の路網形成の骨格とな
る基幹林道と位置づけ、利
用区域森林内の林道や作業
道と一体的な路網の形成を
図ることによって、森林施業
の効率化、木材搬出コストの
削減を図り、林業活動の活
性化を図るとともに、治山事
業や森林環境創造事業等に
より、森林の持つ公益的機
能が高度に発揮されるような
適正管理を促進します。
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〜
事業進捗内容

費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し 委員会意見等
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（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

事業進捗状況
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平成１９年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

〜
事業進捗内容

費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し 委員会意見等

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

S49

-
 2

 -

9,960 41.8%

H45 628 38.6%

事業継続の妥当性が認められ
たことから事業継続を了承す
る。ただし、河川事業は、安全・
安心に関わる事業であるため、
事業効果を早期発現するため
の方策を立てるよう求めるもの
である。

〜

【実施事業内容】
・掘削工 V=84,185m3
・護岸工 L=13,842m
・橋梁工 6橋

【以降事業内容】
・掘削 V=769,575m3
・護岸工 L=6,042m
・橋梁工 4橋
・井堰 3基

（周辺環境の変化)
①第二名神の開通な
どにより流域及び氾濫
区域内の開発が進ん
でいます

（経済的変化）
①公共事業予算削減
により事業費の確保が
厳しくなっています

B/C＝394.65
①氾濫区域内資産の増加な
どに伴い費用対効果が増加
しています
②河床掘削等による発生土
を近隣の他事業に流用する
等してコスト縮減に努めます
③代替案は現実的側面から
ありません

厳しい財政状況であ
るものの、随時、改
修をすすめ治水安
全度の向上を図りま
す。

③

【全体事業概要】
全体事業費 105.88億円
計画延長 L=9,918m
・掘削工 V=853,760m3
・護岸工 L=19,884m
・橋梁工 10橋
・井堰工 3基

10,588 41.6%

【事業目的】
朝明川沿川の浸水被害防止
を目的に、河床掘削、嵩上げ
等の改修により流下能力を
確保し、治水安全度の向上
を図ります。
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（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

事業進捗状況

事業を巡る社会経済
状況等の動向
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平成１９年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

〜
事業進捗内容

費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し 委員会意見等

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

S60

-
 3

 -

2,697 30.6%

H40 2,243 79.4%

事業継続の妥当性が認められ
たことから事業継続を了承す
る。ただし、河川事業は、安全・
安心に関わる事業であるため、
事業効果を早期発現するため
の方策を立てるよう求めるもの
である。

〜

【実施事業内容】
・築堤工 L＝240m
・掘削工 V＝13,400m3
・護岸工 L＝364m
・橋梁工 2基

【以降事業内容】
・築堤工 L＝3,360m
・掘削工 V＝79,960m3
・護岸工 L＝3,236m
・樋門・樋管 1基
・床止工 1基
・橋梁工 3基

(護岸工法の変化)
①経済性に優れた直
壁護岸工法(大型ブ
ロック積工法)が技術
開発されました

(経済的変化)
①公共事業予算削減
により事業費の確保が
厳しくなっています

B/C＝13.42
①コスト縮減による事業費の
削減により費用対効果が増
加しています
②新工法の積極的な採用に
より更なるコスト縮減に努め
ます
③代替案は現実的側面から
ありません

厳しい財政状況であ
るものの、随時、改
修をすすめ治水安
全度の向上を図りま
す。

③

【全体事業概要】
全体事業費 49.40億円
計画延長 L=1,800m
・築堤工 L=3,600m
・掘削工 V=93,360m3
・護岸工 L=3,600m
・樋門・桶管 １基
・床止工 1基
・橋梁工 5橋

4,940 52.7%

【事業目的】
芥川沿川の浸水被害防止を
目的に、河川の拡幅等の改
修により流下能力を確保し、
治水安全度の向上を図りま
す。
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（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

事業進捗状況

事業を巡る社会経済
状況等の動向
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平成１９年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

〜
事業進捗内容

費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し 委員会意見等

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

H6

-
 4

 -

1,301 33.4%

H35 249 93.7%

事業継続の妥当性が認められ
たことから事業継続を了承す
る。ただし、河川事業は、安全・
安心に関わる事業であるため、
事業効果を早期発現するため
の方策を立てるよう求めるもの
である。

〜

【事業実施内容】
・築堤工 L=822m
・掘削工    V=9,800m3
・護岸工    L=659m
・橋梁工  1橋
・用地買収  1式

【以降実施内容】
・築堤工 L=728m
・掘削工 V=10,200m3
・護岸工 L=791m
・橋梁工  5橋
・用地買収 １式

（周辺環境の変化）
①流域の世帯数およ
び人口は横ばい状態。
被災を経験した地元住
民の協力により、現在
まで順調に事業が進
捗している状況にあり
ます

（経済的変化）
①公共事業予算削減
により事業費の確保が
厳しくなっています

B/C = 1.57
①建設発生土の有効利用な
どによりさらなるコスト縮減に
努めます。また、地元との調
整によって既設橋梁を統合し
架け替えることにより事業費
の縮減に努めます
②代替案は現実的側面から
ありません

厳しい財政状況であ
るものの、随時、改
修をすすめ治水安
全度の向上を図りま
す。

③

【全体事業概要】
全体事業費 15.5億円
計画延長L=990m
築堤工   L=1,550m
掘削工   L=20,000m3
護岸工   L=1,450m
橋梁工      6橋
用地買収 1式

1,550 48.9%

【事業目的】
檜山路川沿川の浸水被害防
止を目的に、河川の拡幅と
嵩上げ等の改修によ流下能
力を確保し、治水安全度の
向上を図ります。
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（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

事業進捗状況

事業を巡る社会経済
状況等の動向

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

平成１９年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

〜
事業進捗内容

費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し 委員会意見等

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

S61

-
 6

 -

7,529 72.1%

H33 － －

事業継続の妥当性が認められ
たことから事業継続を了承す
る。ただし、鋼管矢板工法の地
下水環境に及ぼす影響を検討
すべきである。また、地震及び
津波にかかる防災対策との連
携を図り、海岸事業の整備効果
を高めること、陸閘については、
過度の機械依存及びヒューマン
エラーを回避するような運用を
することを求める。

〜

【整備済み内容】

〔的矢地区〕
護岸（補強）：992ｍ
陸閘（改良）：7基

〔三ヶ所地区〕
護岸（補強）：695ｍ
陸閘（改良）：2基

【次年度以降の内容】

[的矢地区]
護岸（補強）：381ｍ

【社会的状況の変化】

防護区域は、依然と
して人家が密集してお
り、防護の必要性に変
化はありません。
近年の異常気象に伴う
台風の大型化により、
各地に甚大な被害を
及ぼしましています。
また、大規模地震の発
生が危惧されており、
護岸の補強改良の必
要性及びその機運は
一層高まってきていま
す。
また、昨今の公共事業
を取り巻く厳しい財政
事情により、事業の重
点化・効率化を求めら
れています。

【費用対効果分析】

[的矢地区] B/C＝3.73
[三ヶ所地区] B/C＝8.22

【コスト縮減】
施設延長が長く、事業期間

が長期にわたることから、各
施設を出来るだけ細分化し、
より経済的な断面を採用する
など、設計時において可能な
限りコストの縮減に取り組ん
でいます。

【代替案】
当地区のような、背後に人

家が連担している地域にとっ
ては、海岸における護岸はい
わゆる生命線です。複雑な
地形であるリアス式海岸で
は、地域住民の安心・安全の
生活確保のための工法とし
て、この代替案は考えられ
ず、現計画を進めることが妥
当であると判断しています。

【今後の見通し】

近年財政状況が
厳しい中、三ヶ所地
区の完成を目指した
投資を行ってきたこ
とから、平成18年度
に三ヶ所地区の事
業が完了しました。
これにより、前回再
評価におきまして、
平成20年度完成目
標としておりました
的矢地区について
は平成33年度の完
成を目指してまいり
ます。

③

【全体事業概要】

[的矢地区]
護岸（補強）：1,373ｍ
陸閘（改良）：7基

[三ヶ所地区]
護岸（補強）：695m
陸閘（改良）：2基

7,529 72.1%

【目的】

当海岸の護岸は、昭和28
年の13号台風や昭和34年の
伊勢湾台風で被災し、災害
復旧されたもので既に約50
年が経過し老朽化が著しい
ため、背後地の住民から一
刻も早い施設整備が望まれ
ているところです。当該事業
は、この護岸の補強を行うこ
とにより、波浪や高潮等によ
る災害を防除し、護岸背後
の生命と財産を守る事業で
す。
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